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鳴子ダム管理所 渇水対策支部の設置について

鳴子ダム流域では、７月から８月にかけての降水量が平年（過去10ヶ
年平均）の約７割と小雨状態が続いたことから、貯水率が、１３％（９月
６日９時現在）と、過去１０ヶ年の平均貯水率の約４割程度となっており
ます。

このため、鳴子ダム管理所では、今後もまとまった降雨が予想されず、
早期の回復が見込まれないため、東北地方整備局渇水対策細則に基づき、
９月６日に渇水対策支部（注意体制）を設置しました。

今後は、下流河川の状況等について、より詳細な情報収集を行うととも
に、関係機関との調整を密にし、適切なダム管理に努めます。

１．貯水状況について（９月６日９時現在）

貯水位（m） 貯水量（千m3） 貯水率（％）

平成２２年９月６日 EL２３３．３２ ２，０１０ １３％

過去１０年間平均 EL２３６．２７ ５，０７５ ３２％

（参考資料①：グラフ１－鳴子ダム年間貯水位曲線）

２．降水状況について（流域平均日雨量）

７月から８月にかけての鳴子ダム流域における降水状況は、過去１０ヶ年の
流域平均降水量と比較し、約７割程度と小雨状態が続いております。

また、仙台管区気象台の発表によると、仙台（仙台市宮城野区五輪）におけ
る降水量は７月が平年の約８割程度、８月が約２割程度となっており、平年よ
りも少ない状況となっており、気温も高い状態が続きました。また、平年より
もかなり気温の高い状態は今月半ばまで続く見込みとされていることから、今
後も小雨状態が続く見込みです。

７月１日－３１日 ８月1日－３１日 合計

平成２２年 ２５４mm １３８mm ３９２mm

過去１０ヶ年平均 ３１３mm ２３３mm ５４６mm



３．鳴子ダムの放流について
鳴子ダムでは、江合川において必要な流量を補給するため、これまで利水者

と調整しながら、運用を行ってきました。
また、９月６日からは、江合川末沢地点で５m3/sの流量を確保することと

しております。
今後もまとまった降雨がなく、ダムに入ってくる水の量が少ない場合は、継

続してダムからの補給を行います。

（参考資料②：鳴子ダムと末沢基準地点の位置関係）
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鳴　子　ダ　ム　年　間　貯　水　位　曲　線
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10ヶ年平均(H１２～H２１） 平成21年 平成22年 確保水位

洪 水 期

非洪水期

洪水調節容量
１９，０００，０００ｍ３

有効貯水容量　３５，０００，０００ｍ3

常時満水位　EL 254.00 m

制限水位 EL 244.50 m

最低水位　EL 231.00 m

非洪水期利水容量　３３，０００，０００m3

サーチャージ水位 EL 255.00 m

非洪水期
非洪水

　　　　９/６日　９時現在
　 貯水位    ２３３．３２ｍ
　 貯水率　　       １３％
　 貯水量　　２,０１０,０００m3
 ダム流入量       ３．３３ｍ3/ｓ
 ダム全放流量    ６．１０ｍ3/ｓ

洪水期利水容量　１６，０００，０００m3

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

参考資料①　グラフ１



鳴子ダムと末沢基準地点の位置関係
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末沢地点において必要な期別流量

参考資料②


